
オムロンにおける知財AIエージェント実装と次
世代知的財産戦略の全貌 

Gemini 3.1 pro 
知的財産管理におけるパラダイムシフトと生成AI導入の必然
性 
現代の高度にグローバル化されたビジネス環境において、知的財産（IP）は企業の競争優位性を決
定づける最も重要な無形資産の一つとして認識されている。技術革新のスピードがかつてないほど

加速する中、世界中の特許庁において日々数千件にも及ぶ新たな特許が出願され続けている。こ

のような状況下で、企業が自社の事業領域に関連する技術動向や競合他社の特許網を人的リソー

スのみで完全に把握し、精緻な分析を実施することは、もはや物理的に不可能な状況に陥っている1

。高度な特許分析には、対象となる先端技術分野における極めて深い専門知識と、特許法や請求

項という独特な記述体系を読み解く知財専門知識の双方が要求される。限られた時間内でこれらの

情報を網羅的に調査し、正確な事業判断を下すことは、企業の知財部門にとって極めて重い負荷と

なっていた1。 
この膨大な情報の処理という課題を根本的に解決する手段として、大規模言語モデル（LLM）をはじ
めとする生成AI技術の導入が各企業で急務となっている。しかしながら、研究開発の過程で生み出
されるデータや特許出願前の発明情報などは、企業のコアコンピタンスに直結する最高機密情報で

ある。一般的なパブリッククラウド型の生成AIサービスを利用した場合、入力したプロンプトやデータ
がAIモデルの再学習に利用される懸念があり、営業秘密の漏洩や個人情報保護法違反といった深
刻なコンプライアンスリスクを引き起こす可能性が極めて高い1。さらに、技術情報の分析においては

必然的に入力および出力されるプロンプトのトークン数が膨大になる。これを従量課金制のパブリッ

クAIサービスを利用してAPI経由でシステム化し、自動化されたワークフローに組み込んだ場合、リ
クエスト数の増加に伴って運用コストが青天井に高騰するという「コスト最適化の壁」も深刻な課題と

して立ちはだかっていた2。 
こうした高度な専門性の要求、重大なセキュリティリスク、そしてコストコントロールの課題という「トリ

レンマ」を克服するため、オムロン株式会社（以下、オムロン）は、極めて高度なセキュリティ水準とコ

スト管理メカニズムを備えた独自の研究開発特化型生成AI基盤「RD Buddy」を自社環境に構築し、
その中核機能として「知財AIエージェント」を完全内製するに至った1。オムロンは競争優位の源泉で

あるデバイスの再強化とデータサービスを軸に、「利益を伴った持続的成長」と「GEMBA DX企業へ
の転換」を加速させており、単なる業務支援にとどまらない価値創出型の知財活動を推進している4

。本稿では、オムロンが実践したこの知財デジタルトランスフォーメーション（DX）の全貌、システム
アーキテクチャの技術的詳細、全社的なガバナンス体制、そして業務プロセスにもたらした劇的な革

新について網羅的に分析する。 

オムロンの知財戦略変革の背景と組織風土の成熟 
知財AIエージェントの導入が成功裏に進んだ背景には、技術的な基盤構築に先立つ、知財部門の
組織風土の抜本的な改革が存在している。オムロンの知財センタ長である奥田武夫氏が主導し、



2018年に策定された「オムロン知財センタのミッション・ビジョン」は、現在に至るまで形骸化すること
なく、メンバー全員の日々の行動指針として機能している5。 
かつての知財部門は、一人の担当者が特定の特許案件の初めから終わりまでを単独で処理する、

典型的なサイロ化された業務構造に陥っていた。この旧来の体制では、チームワークや知見の共有

が行われにくく、後進の育成や素直な意見交換の機会が著しく制限されていた7。しかし、人員が限ら

れる中で増大する業務量に対応するためには、部門内の連携強化と暗黙知の形式知化が不可欠で

あった。サイロ化からの脱却を掲げた組織変革の推進により、多様なバックグラウンドを持つメン

バー（キャリア採用者が約30%を占める）が集まり、新しい知見を積極的に取り入れる活気あるチー
ムへと進化を遂げた4。 
この組織的成熟は、オムロンが標榜する「両利きの知財活動（Ambidextrous Intellectual Property 
Activities）」を支える強靭な地盤となった2。すなわち、既存の特許権利化という「深化」の業務を効率

化しつつ、IPランドスケープの手法を用いて新規事業領域を開拓する「探索」の業務を同時に推進す
る体制である。知財AIエージェントは、この深化の業務を極限まで自動化し、知財専門職のリソース
を探索の業務へと振り向けるための戦略的ツールとして位置付けられているのである。 

全社生成AI推進体制「AIZAQ」の三層構造とガバナンス 
オムロンの知財AIエージェントの成功は、単なるITツールの局所的な導入にとどまらず、組織文化の
変革と全社的な推進体制の確立に裏付けられている。その基盤となっているのが、2023年に立ち上
げられた全社横断型の生成AI活用推進プロジェクト「AIZAQ（アイザック）」である3。オムロンは、この

推進活動を「全社推進」「研究開発向け基盤」「個別アプリケーション」という三層構造で体系化してい

る。 
 

階層 名称 役割と主な機能 導入効果と特徴 

第一層（全社） AIZAQプロジェクト 全社的なAI活用の
推進、ガバナンス強

化、利用ガイドライン

の策定、社内ナレッ

ジの共有。 

1,200名規模の参
画、年間94,000時間
の業務削減効果を

創出。AIガバナンス
委員会の設置3。 

第二層（基盤） RD Buddy / RDinX 研究開発・知財業務

に特化したセキュア

な生成AI実行環境
の提供。マルチモデ

ル構成とサーバーレ

ス設計。 

機密情報の漏洩防

止と、API自動化に
伴う予測不可能なコ

スト高騰の抑制1。 

第三層（実務） 知財AIエージェント 特許データベースと

連携したRAG（検索
拡張生成）システ

ム。専門業務の自動

業務の8割のプロン
プト化、特許関連工

数の50%削減、高度
なIPランドスケープ



化と意思決定支援。 の実践1。 

トップダウンとボトムアップの融合によるユースケース創出 
AIZAQプロジェクトは、技術・知財本部長をはじめとする経営層からのトップダウンによる生成AIの価
値認識と、オムロン特有のボトムアップ型企業文化が見事に融合した稀有な事例である3。経営層は

IT部門や法務部門と連携し、プロジェクト発足と同時に、社内基幹システムと連携した安全な生成AI
ツールの開発に着手するとともに、利用ガイドラインおよびFAQの整備を迅速に実施した3。さらに、「

AIガバナンス委員会」という社内組織を設立し、生成AIの利用に伴うリスクや、判断に迷う事案に対
する公式な相談窓口・審査役を機能させることで、従業員がコンプライアンス違反を恐れることなく安

心して技術を活用できる強固なガバナンスの枠組みを構築した3。 
この安全な土台の上で、従業員からの自発的な参加を促し、瞬く間に1,200名規模のメンバーが参
画する一大プロジェクトへと成長を遂げた。現場主導で「6ヶ月を1シーズン」とするアジャイルなTry & 
Learnの思想のもと、多様な業務課題に対するPoC（概念実証）が繰り返され、年間94,000時間もの
業務時間を削減するという圧倒的な定量的成果を記録している3。 

知財実務の8割をプロンプトに変換する業務再設計とナレッジ共有 
知的財産部門においては、AIZAQのフレームワークを最大限に活用し、従来手作業で行っていた特
許調査、出願、発明創出、知財文書作成といった一連のプロセスを徹底的に棚卸しした10。その結

果、知財業務における「要約、分類、抽出、生成、添削」といった定型的な作業の約8割を「プロンプト
化」し、生成AIに委譲する運用スキームを確立することに成功したのである3。 
このプロンプト化戦略の要諦は、ベテラン担当者が無意識に行っていた属人的な暗黙知を、再現性

のある指示テンプレート（対象文献、評価の観点、制約条件、出力形式の完全な定型化）へと昇華さ

せた点にある。そして、このノウハウを組織全体にスケールさせるため、社内ナレッジ共有ポータル「

AIZAQ Canvas」が極めて重要な役割を果たした3。AIZAQ Canvasには、高度に最適化されたプロ
ンプト集が蓄積されており、ITリテラシーに差がある従業員であっても、コピー＆ペーストを行うだけ
で即座に自身の業務にAIを適用できる仕組みが整えられている3。さらに、効果的なプロンプトの三

原則（簡潔な指示、背景情報の提供、優先順位の明確化）が啓蒙され、社員のリテラシー不足によ

る活用停滞を防ぐ教育が常時実施されている3。これにより、プロンプトエンジニアリングの学習障壁

が取り払われ、知財部門全体の生産性が飛躍的に向上したのである。 
 



 
 

セキュアな生成AI基盤「RD Buddy」と「RDinX」のアーキテク
チャ思想 
前述の通り、研究開発や知財領域における生成AIの活用には、徹底したセキュリティとコストの厳格
な統制が不可欠である。オムロンはパブリックAIの利用リスクを完全に排除するため、オムロン専用
のプライベートクラウド環境（RDinX基盤）上に、研究開発プロセスに特化した独自の生成AI活用基
盤「RD Buddy」を構築した1。 

サーバーレスアーキテクチャによるコスト最適化とマルチモデル構成 
RD Buddyの最大の技術的特徴の一つは、AWS（Amazon Web Services）上に構築されたフルサー
バーレスアーキテクチャを採用している点である1。一般的に、API経由で生成AIを自動実行するシス
テムを構築する場合、常時稼働するコンピュートリソースを用意すると、推論処理を待機するための

アイドリング時間がコストを肥大化させる大きな要因となる。オムロンはサーバーレス設計を採用す

ることで、ユーザーからのリクエストが発生した瞬間にのみコンピュートリソースを動的に割り当て、

実際に使用した分だけ課金される仕組みを実現した。これにより、処理量が大きく変動する大規模な

特許分析ワークロードにおける固定費と運用コストを極限まで抑え込むことに成功している1。 
さらに、単一のAIモデルに依存するのではなく、ユースケースや求められる出力の精度に応じて最



適な生成AIモデルを柔軟に選択・組み合わせることができる「マルチモデル構成」を採用している。
具体的には、AWSが提供するAmazon Bedrockや、Microsoft Azure OpenAI Serviceが提供するモ
デル群を専用リソースとして配置し、タスクの難易度や必要な推論能力に応じてモデルを動的に切り

替えることで、パフォーマンスの最大化とコストの最適化を同時に達成している1。 

ゼロトラストの概念に基づく徹底した多層セキュリティ対策 
特許情報や未公開の研究開発データという極めて機密性の高い情報を取り扱うため、RD Buddyお
よびその上で稼働する知財AIエージェントのインフラは、ゼロトラストアーキテクチャの概念に基づく
多層的な防御網で守られている1。 
 

セキュリティ領域 実装技術とAWSサービス セキュリティ機能と防御対象 

アクセス制御 AWS IAM (Identity and 
Access Management) 

最小権限の原則に基づく厳

密な権限管理。各Lambda関
数に必要な最小権限のみを

付与し、認証済みプリンシパ

ルのみがデータベースへアク

セス可能に制御1。 

データ暗号化 Amazon S3 (SSE-S3), 
KMS, DynamoDB, TLS 1.2+ 

保存時および転送時の全

データ暗号化。DynamoDB
のPITR（Point-in-Time 
Recovery）有効化によるラン
サムウェア等のデータ破壊リ

スクの低減1。 

ネットワーク分離 AWS Direct Connect, VPC
エンドポイント 

インターネットからの攻撃面

（アタックサーフェス）の排

除。オンプレミスの社内LAN
とAWS間を閉域網で接続し、
Bedrock等への通信もVPC
内で完結1。 

コンテンツ保護 プライベートモード, コンテン
ツフィルタ 

入力プロンプトや特許データ

が基盤モデルの再学習に利

用されることを完全にブロッ

ク。プロンプトインジェクション

等の悪意あるリクエスト起点

の攻撃を抑止3。 

監査・トレーサビリティと高度なコスト管理メカニズム 
エンタープライズ環境での運用において、システムが「誰に、いつ、どれだけ」使われたかを追跡でき



ることは、セキュリティの担保とコスト管理の両面で極めて重要である。オムロンは、AWS CloudTrail
によってすべてのAPI呼び出し履歴を透過的に記録し、AWS X-Rayを用いた分散トレーシングによっ
て各マイクロサービス間のパフォーマンストラッキングを実施している1。さらにAmazon CloudWatch 
Logsと連携し、Lambdaの実行ログの監視や異常検知時の自動アラートシステムを構築している1。 
特筆すべきは、生成AIの運用においてブラックボックス化しやすい「トークン課金」に対する高度な分
析基盤を確立している点である。Amazon S3とAmazon Athenaを組み合わせ、外部APIリクエストや
生成AIによるトークン発生費用のログをOpenX JSON SerDe形式で統合管理している。これにより、
知財部門の管理者やIT部門は、「組織単位」や「ユーザー単位」でのAI利用状況と発生コストをSQL
クエリを用いて柔軟に分析・視覚化することが可能となり、野放図なコスト増大を未然に防ぐガバナ

ンス体制をシステムアーキテクチャのレベルで組み込んでいるのである1。 

知財AIエージェント：RAGアーキテクチャと検索アルゴリズム
の革新 
RD Buddyの堅牢な基盤上に構築された「知財AIエージェント」は、単純な対話型チャットボットでは
ない。それは、特許庁などの外部データを自社のセキュアなデータベースに統合し、高度な検索と推

論を自律的に行うRAG（Retrieval-Augmented Generation：検索拡張生成）システムとして機能する
Agentic AI（エージェンティックAI）の実装例である1。伝統的なAIが人間のステップバイステップの指
示を待つプロンプト依存型であるのに対し、このシステムはあらかじめ設定された目標（関連特許の

発見や動向分析）に向かって、自律的かつ文脈を理解した意思決定を行う特性を備えている1。その

実装プロセスは大きく3つのステップに分かれている。 
ステップ1：特許データのイベント駆動型パイプラインと前処理 
特許庁から日々公開される膨大なXML形式の特許情報は、まずAmazon S3の指定バケットに保存
される。この「データが保存された」というイベント自体をトリガー（S3イベント通知）として、AWS 
Lambda関数が自動的に起動するイベント駆動型アーキテクチャが採用されている。Lambda関数
は、複雑な階層構造を持つ特許XMLファイルを即座に解析（パース）し、生成AIが後段で処理しやす
い構造化データへと変換する。同時に、特許番号、出願日、出願人、IPC（国際特許分類）などのメタ
データはAmazon DynamoDBに格納され、効率的かつ高速なデータアクセスを担保している1。 

ステップ2：基盤モデルを用いた意味的検索（ベクトル検索）の実装 
従来の特許検索システムは、検索式に入力されたキーワードの完全一致や近傍条件に基づくブリア

ン検索が主流であった。しかし、特許文書においては権利範囲を広く解釈させるため、「自動車」を

「移動体」や「車両」と表現するなど、意図的に抽象化された表現や同義語が多用される。そのため、

熟練のサーチャーであってもキーワード検索のみでは関連する重要特許の「検索漏れ（サイレン

ス）」や、無関係な特許の混入（ノイズ）を防ぐことが極めて困難であった。 
知財AIエージェントでは、この長年の課題を解決するために、Amazon OpenSearch Serverlessをベ
クトルデータベースとして採用し、Amazon Bedrockが提供する強力な埋め込みモデル「Amazon 
Titan Text Embeddings V2」を用いて特許文書全体を高次元のベクトル空間上のデータ（数値の配
列）に変換している1。 さらに、文書全体を一括でベクトル化するのではなく、特許特有の論理構造に
合わせて「技術分野」「解決しようとする課題」「課題を解決するための手段」「発明の効果」といった

構成要素ごとに細分化してベクトル化を行っている。これにより、ユーザーが「自動運転に関する画

像認識技術で、悪天候時の認識精度を向上させる方法」といった自然言語での曖昧な問い合わせを



行った場合でも、文字面のキーワードに依存せず、「意味的（セマンティック）に類似した技術課題や

解決手段を持つ特許」を高速かつ精緻に発見・抽出することが可能となった1。 
 

 
 
ステップ3：Claude 3.5 Sonnetとの連携による生成AI推論と自然言語インター
フェース 
検索基盤によって抽出された関連特許群のテキストデータは、根拠（ソース）情報として大規模言語

モデルに渡される。この推論エンジンとして、オムロンはAmazon Bedrock上で提供されるAnthropic
社の「Claude 3.5 Sonnet」を採用している1。Claudeモデルファミリは、極めて大きなコンテキストウィ
ンドウ（一度に読み込めるテキスト量）を持ち、長文の特許文書を入力情報全体にわたってフラットか

つ均等に処理できる特性に優れている。また、他モデルと比較して文書の論理構造を正確に捉える

能力が高いため、特許分析に最適であると判断された1。 
この連携により、技術部門のエンジニアや新任の知財担当者など、複雑な検索式（論理演算子や近

傍検索など）を組み立てる専門スキルを持たない者であっても、対話型の自然言語インターフェース

を通じて高度な分析が可能となった。例えば、「自社の技術Aを、今回検索された他社の特許群と比
較して、新規性のあるポイントをマトリックス形式で抽出せよ」といった抽象的な要求を投げかけるだ



けで、AIエージェントが自律的に関連情報を読み解き、即座に要約や比較分析レポートを生成して
返すことができるようになったのである1。 

精度向上戦略：ハルシネーション抑制と「インテリジェントな切

り詰め」 
生成AIをビジネスの基幹業務、とりわけ技術的な正確性や権利範囲の厳密な解釈が絶対視される
知的財産実務に導入する上で、最大の障壁となるのが、AIが事実と異なる情報を尤もらしく捏造す
る「ハルシネーション（幻覚）」である。オムロンは、現状のLLM技術においてハルシネーションの発生
を完全にゼロにすることは困難であるという前提に立ち、それを技術的およびプロセス的なアプロー

チで極小化し、人間による検証を支援する仕組みを構築している8。 

インテリジェントなデータ処理と重要語彙の再利用アルゴリズム 
前述の通り、特許文書は極めて文字数が多く、検索でヒットした数十件の文献をそのままLLMのプロ
ンプトに入力しようとすると、いかにコンテキスト長が広いモデルであってもトークン数の上限を超過

してしまう。一般的なRAGシステムでは、上限に合わせて文字数による「単純な切り詰め（
Truncation）」が行われるが、特許文書において文脈の途中で文章を切断したり、権利を定義する末
尾の請求項を無作為に除外したりすると、発明の核心が失われ、致命的な精度低下やAIの誤読を
招くことになる1。 
この問題に対し、オムロンの知財AIエージェントは「重要キーワードを保持するインテリジェントな要
約・切り詰め」処理を実装している1。入力サイズを圧縮する前処理の段階で、専門家のフィードバッ

クを組み込んだアルゴリズムが、特許特有の重要用語や概念的な繋がりを保護しながら文章を圧縮

する。さらにオムロン独自の高度な工夫として、切り詰めて除外せざるを得なかったテキストブロック

を単に破棄するのではなく、そこから「重要語彙のみを抽出」し、それをLLMへのプロンプト（検索クエ
リ）のメタデータとして補足的に追加する処理を行っている1。これにより、厳格なコンテキスト長の制

限を守りながらも、除外された部分に含まれていた重要概念に対する推論の網羅性を維持し、検索

漏れを防ぐとともに応答の精度と質を劇的に向上させているのである1。 

Mermaid記法を活用した特許論理構造の可視化 
特許の請求項（クレーム）は、「A部材と、前記A部材に接合されたB部材と、前記B部材の変位を検
知するCセンサを備え、前記Cセンサの信号に基づき...」といったように、構成要素間の空間的・論理
的な関係が複雑に絡み合った独特の構文で記述される。文章だけでこれら「部材間の連携」や「処

理の分岐」を正確に把握し、AIの出力が元の特許内容と矛盾していないかを確認することは、人間
の熟練審査官であっても多大な認知的負荷と集中力を要する8。 
この負荷を劇的に下げるため、オムロンは生成AIに対して、結果を単なるテキスト文章として出力さ
せるのではなく、「Mermaid記法」を用いたコードの出力を指示している8。Mermaid記法とは、テキス
トデータからフローチャートやシーケンス図などを生成するためのマークダウン拡張規格である。AI
が長文の特許構成要素を解釈してMermaidのコード化を行い、システム側でそれを技術相関図とし
て自動的にグラフィカルに出力する。文章のままでは掴みづらい構造間の連携や分割状態が一目で

わかる視覚的な図解として提示されることで、技術者の直感的な理解を強力に助ける。そして何よ

り、AIが正しく特許の構造を捉えているか（ハルシネーションを起こして存在しない部材を捏造してい
ないか、接続関係を誤認していないか）という人間による検証プロセスを極めて容易にし、品質保証

の確実性を高めているのである8。 



実務におけるユースケースと圧倒的な業務効率化効果 
知財AIエージェントとセキュア基盤RD Buddyの導入により、オムロンの知財活動は従来型の「他社
特許の回避や自社技術の出願・権利化」といった防衛的・事務的な処理から、事業戦略に直結する

「価値創出型の知財活動」へとパラダイムシフトを遂げつつある10。その適用範囲は、特許調査から

発明創出、知財文書作成、社内ナレッジの共有、そして人材育成に至るまで、知的財産活動の全領

域に及んでいる10。 

主要なユースケースと事業への波及効果 
オムロンの知財部門では、主に以下のような高度なユースケースにおいて生成AIを実務のプロセス
に組み込んでいる4。 

1.​ 先行技術調査（スクリーニング）の劇的な高速化： 新たな発明が創出された際、世界中の特
許データベースから類似特許を探す作業において、AIエージェントが威力を発揮する。ベクト
ル検索によって抽出された数百件に及ぶ先行技術の候補リストから、自社の発明に真に関連

し、抵触する恐れのある数件レベルにまで絞り込むスクリーニング作業をAIが自動化し、数日
から数週間かかっていた分析時間を大幅に削減している3。 

2.​ 特許明細書のドラフト作成と中間処理の支援： 技術者とAIの対話（ブレインストーミング）によ
る壁打ちを通じて発明アイデアの創出を支援するだけでなく、AIが定型的なフォーマットに従っ
て特許明細書の原案（ドラフト）を自動生成する。さらに、特許庁からの拒絶理由通知に対す

る反論ロジックや対応方針の立案（中間処理）、外国出願のための技術文書の翻訳、さらには

他社との共同研究に関わる知財契約書の一次レビューといった、極めて高度な法的判断を伴

う実務の下準備にも生成AIが適用されている8。 
3.​ 出願戦略の最適化とIPランドスケープ（IPL）の提言： 個別の特許分析にとどまらず、AIエー
ジェントを社内の他の事業データベースや市場データと連携させることで、特許情報を起点と

したマクロな多角化調査を実現している1。BIツール（PowerBIなど）と組み合わせて複雑な特
許出願状況や技術トレンドを視覚化し、競合他社の特許動向分析を瞬時に行うことで、経営

層や事業部門に対して最適な出願戦略や事業戦略（IPランドスケープ）を直接提言するレベ
ルでの活用が日常的に行われている1。 

定量的な効率化：特許関連工数の50%削減 
これらのユースケースを通じて、オムロンは具体的な定量的インパクトとして、特定の特許関連工数

における「50%の時間削減」という顕著な成果を達成している1。 
この成果は特に、社内の開発部門の技術者や発明者を対象とした「知財スキル向上教育（プロンプ

トトレーニング等）」のプロセスにおいて著しく表れている。従来、知財部門の専門担当者は、各技術

者の担当分野や理解レベルに合わせた知財教育の学習環境の構築や、個別の演習課題の作成に

多大な労力と時間を割いていた。オムロンは、知財AIエージェントを「24時間365日対応可能な個別
指導の知財トレーナー」として位置づけ、トレーニングの前半プロセス（技術分野ごとの課題の自動

作成や、基礎的な特許法の解説など）を完全にAIに代替させた。これにより、指導側の知財担当者
の準備・対応時間を半減（50%削減）させることに成功し、浮いたリソースをより高度な知財戦略の策
定や事業部門との直接的な対話に振り向けることが可能となったのである8。 

人材育成指標「F-xxレベル」とHuman in the Loopの確立 



オムロンにおけるAI活用の根底には、「AIは人間の能力を完全に代替するものではなく、業務プロセ
スを共に遂行する構成員（知的なパートナー）である」という揺るぎない設計思想がある8。特許という

強力な独占排他権を扱う業務の性質上、最終的な品質保証においては、AIの出力結果を鵜呑みに
せず、必ず専門知識と倫理観を持つ人間が監視・評価・最終判断を下す「Human in the Loop（HITL
：人間参加型）」の体制が厳格に敷かれている3。 
このHITL体制を単なるスローガンで終わらせず、持続可能な業務プロセスとして機能させるために
は、AIを利用する人間側（技術者や知財担当者）の「AIを適切に制御し使いこなすプロンプトスキル」
と「出力の真偽（ハルシネーション）を見抜く高度な知財リテラシー」を絶えず向上させる必要がある。

そこでオムロンは、学習者のスキル到達度を客観的に評価する独自の指標として「F-xxレベル」とい
う枠組みを策定し、教育プログラムに組み込んでいる8。 
この評価システムでは、ロジスティック関数（S字カーブを描き、成長の飽和状態などを表現する確率
モデル）を応用してAIの評価スコアを数学的に解析し、学習者のスキル到達度を定量的に可視化し
ている。これにより、学習者が単に「指定された文字数制限を守る」といった表面的なルールの順守

から脱却し、いかに構造的かつ論理的なプロンプトを通じてLLMから質の高い推論を引き出せるよう
になったかを、真の意味で検証・教育するメカニズムとして機能している。人間とAIが相互にフィード
バックを与え合いながら成長する、次世代の知財プロフェッショナル育成のモデルケースと言える8。 

汎用化と外部展開：生成AIサービス「koto-Buddy」への昇華 
オムロンにおける知財・研究開発部門でのAI導入の成功は、単なる一社内の業務改善（社内DX）に
とどまらず、そのノウハウを外部顧客に提供する新たなソリューションビジネスの創出へと繋がって

いる。オムロンソフトウェア株式会社（現・オムロン デジタル株式会社）は、オムロングループ内での
膨大なPoC実績や、安全なデータ活用環境の構築ノウハウ、そして組織的なリテラシー向上をもたら
した「プロンプト共有機能」といった成功モデルをパッケージ化し、法人向け生成AIサービス「
koto-Buddy」として外部への提供を開始している12。 
koto-Buddyは、企業内の機密情報やノウハウを外部に漏らすことなく、セキュアな環境下で最新の
大規模言語モデル（アップデートによる最新のGPT-5モデルへの対応など）を利用できるプラット
フォームである12。資料作成、レビュー、翻訳、要約といった汎用的な業務を強力に支援するだけで

なく、パラメータの細かな調節機能やチャット履歴のカテゴリ分類機能などを備えている12。 
最も特筆すべきは、オムロンの知財部門を成功に導いた「ベテラン社員が作成した質の高いプロン

プトを組織内で共有し、社員全員のITリテラシーの格差を埋める」というナレッジマネジメントの仕組
みが、koto-Buddyの標準機能として組み込まれている点である13。オムロンは単なるツールの販売

にとどまらず、PoC（概念実証）の支援や個別の研修プログラムを提供することで、顧客企業の現場
に寄り添い、ツール導入後の定着と組織全体の効率化を後押しする事業モデルへと昇華させている

のである13。 

結論と次世代知的財産戦略の展望 
オムロンが成し遂げた知財AIエージェントの内製実装は、単に「流行のAI技術を既存の知財業務に
適用して少し便利にした」という表面的な事象では決してない。それは、AWSの高度なサーバーレス
およびマネージドセキュリティサービスを駆使した「インフラの徹底的な最適化」、RAGと意味的ベクト
ル検索による「非構造化情報の構造化と高精度抽出」、AIZAQプロジェクトによる「組織文化とガバ
ナンスの抜本的な変革」、そしてAIを教育者や壁打ち相手として活用する「人材育成の高度化」とい
う、四位一体の包括的なデジタルトランスフォーメーションである。 



特に、営業秘密や未公開特許という極めて機微な知的財産データを扱う上でのクラウドセキュリティ

の妥協なき徹底と、コンテキストを破壊しないインテリジェントなデータ切り詰め技術、さらには

Mermaid記法による複雑な特許論理構造の視覚化といった数々の工夫は、専門領域において生成
AIを実用化するためのベストプラクティスとして高く評価できる。 
オムロンの知財活動は、旧来のサイロ化された受け身の権利化業務から完全に脱却し、事業成長

のエンジンとして機能し始めている4。今後の展望として、オムロンは知財AIエージェントの適用範囲
を特許データという単一のドメインに留めず、「技術論文」や「経営情報」といった異なる種類の非特

許情報（NPL）へも拡張し、それらを統合的に分析する計画を立てている1。さらに、単なる現状分析

を超えて、機械学習による予測モデルを組み込むことで、競合他社の技術開発の方向性を先読み

し、将来の市場における自社の事業優位性をデータドリブンで確立する「真のIPランドスケープ」の実
現へと向かっている1。オムロンの事例は、生成AIがいかにして企業の無形資産戦略を根本から革
新し、持続的な価値創出の源泉となり得るかを示す、極めて先進的かつ実戦的なモデルケースであ

る。 
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